
土地改良事業計画設計基準・設計「農道」（平成１７年３月版）の正誤内容

（平成２３年９月分）

ペ－ジ・行 誤 正

p．７０９

下７～８行目 �ホ タックコート用の瀝青材料としてはアスファルト乳剤（PK４）等が用いら
れ、その使用量は０．４～０．８����の範囲である。

�ホ タックコート用の瀝青材料としてはアスファルト乳剤（PK４）等が用いら
れ、その使用量は０．３～０．６����の範囲である。

土地改良事業計画設計基準・設計「頭首工」（平成２０年３月版）の正誤内容
（平成２３年９月分）

ペ－ジ・行 誤 正

p．２２９

図１２．１．１

p．２３５

下７行目

p．２３９

表１２．２１１

p．３０９

式（１２．７―２７）

○構成施設における耐 の回復・向上有無（耐震性能向上等）

b. 堰柱 及び堰柱基礎以外の各構成要素においては…

注１） 堰柱の許容残留変位量は、１４．２．２（１１）を参照し、堰柱基礎工の許容残留

変位量は、 を参照する。

０．８８８２ ������� （��＜１４）
���

�
�
��

……………（１２．７―２７）
０．８８８２ ������� ���������・���������	（１４≦��）

○構成施設における耐力の回復・向上有無（耐震性能向上等）

b. 堰柱、ゲート及び堰柱基礎以外の各構成要素においては…

注１） 堰柱の許容残留変位量は、１４．２．２（１１）を参照し、堰柱基礎工の許容残留

変位量は、１８．３．５ 許容変位量と残留変位量を参照する。

０．０８８２ ������� （��＜１４）
���
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……………（１２．７―２７）
０．０８８２ ������� ���������・���������	（１４≦��）
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ペ－ジ・行 誤 正

p．３２８

図１４．１１

p．３２８

下８行目

p．３９５

６行目

p．３９５

９～１０行目

p．３９８

下８～９行目

p．６４３

表―２７．１

図１４．１１ 洪水吐断面説明図

一般的には、長さ��のうち、堰柱上流部��は堰柱幅の３倍程度とする。

� ����の点線と��の実線の交点より大きな流域においては完全跳水が生じ

ない。

� ����の点線と��線の交点より小さい流量において、��線と����線に

囲まれた領域は露出射流から跳水あるいは波状流となる。

すなわち、上記�の２区間の手法による。

無筋コンクリート 堰柱 擁壁

図１４．１１ 洪水吐断面説明図

一般的には、長さ��のうち、堰柱上流部��は堰柱幅の３倍程度とする。

� ����の点線と��の実線の交点より大きな流量においては完全跳水が生じ

ない。

� ����の点線と��線の交点より小さい流量において、��線と��線に囲ま

れた領域は露出射流から跳水あるいは波状流となる。

すなわち、上記�の��区間の手法による。

鉄筋コンクリート 堰柱 擁壁
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